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庶
民
の
周
辺
を
み
よ

約
は
、
い
と
な
易
に
実
施
さ
れ
る
て
い
た
だ
き
た
い
。

か
の
よ
う
に
選
挙
民
に
は
受
け
と
れ
そ
し
て
、
改
普
す
べ
き
と
こ
ろ
が

ま
し
た
。
し
か
し
、
公
約
の
実
施
に
あ
れ
ば
、
市
に
提
案
の
う
え
改
善
さ

れ
で
こ
そ
、
真
実
議
員
と
し
て
の
ほ
ま
す
。
あ
え
て
、
議
員
諸
兄
の
発
憤
▲

責
の
一
端
を
果
さ
れ
た
も
の
と
思
い
を
望
み
ま
す
。
］

恵
ま
れ
な
い
家
庭
に
手
を

は
、
相
当
の
熱
意
と
努
力
を
要
す
る
せ
、
住
民
に
寄
与
す
べ
き
で
す
．
こ
人
間
だ
れ
し
か
霜
の
原
点
は
、
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に
ま
ず
望
む
こ
と
は
、
市
民
の
ｍ

特
養
老
人
ホ
ー
ム
建
設
を

昭
和
の
初
期
は
、
政
友
会
や
民
政

党
な
ど
の
二
大
政
党
が
交
替
の
よ
う

に
政
治
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
七
年
に
は
五
・
一
五
事

件
、
剛
和
十
一
年
に
は
二
・
二
六
小

件
が
＆
ｆ
大
出
。
屯
戦
争
へ
突
入
。

終
ｎ
ま
で
の
川
、
ぶ
人
が
政
旅
を
担

当
し
て
き
た
こ
と
に
言
う
壷
・
、
も
函

り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
戦
後
三
十
余
年
再
ぴ
政
党

が
政
治
を
担
当
し
て
現
在
に
至
っ
て

お
り
、
一
見
心
に
和
な
社
会
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
い
ま
だ
に

日
本
の
戦
後
は
終
っ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

私
か
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
前

の
こ
と
で
す
が
、
一
人
の
お
婆
さ
ん

が
「
息
于
は
殤
っ
て
く
る
の
だ
。
戦

死
な
ん
か
し
て
い
な
い
」
と
い
っ
て

門
口
に
表
札
を
か
か
げ
、
ｉ
Ｓ
ｉ
ｊ
は

ん
を
供
え
て
待
っ
て
い
6
の
に
出
会

い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
公
を
見
て
、

Ｍ
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
＜
－
；
ｉ
Ｓ
Ｍ
の
み
な
さ
ん

を
よ
く
調
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
に

援
助
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
時
代
の
老
人
は

市
内
に
も
多
く
、
一
人
暮
ら
し
で
あ

っ
た
り
、
宇
治
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

い
た
り
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
こ

の
よ
う
な
身
寄
り
の
な
い
老
人
は
、

不
自
由
な
身
体
で
あ
っ
て
も
せ
め
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
特
別
複
眼
老

人
ホ
ー
ム
』
を
、
現
在
の
老
人
ホ
ー

ム
の
地
つ
づ
き
に
建
設
し
て
ほ
し
い

と
強
く
翻
っ
て
い
る
の
で
す
。

符
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
一
日
も

早
い
建
ほ
に
努
力
を
お
願
い
し
ま
す

と
と
も
に
、
児
童
や
身
休
Ｉ
？
－
”
者
に

対
し
て
■
Ｓ
）
’
Ｗ
ｓ
公
報
で
発
表
さ
れ

た
時
の
気
持
で
、
柵
祉
に
匝
か
い
援

助
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ず
。

家
庭
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
新
し
い
各
市
会
議
員
に

ま
ず
要
望
し
た
い
こ
と
は
、
母
子
家

庭
や
ｍ
保
護
家
庭
、
身
体
障
害
児

者
の
い
る
家
庭
、
難
病
患
者
の
い
る

家
庭
な
ど
、
思
ま
れ
な
い
家
庭
に
対

し
て
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
恵
ま

れ
な
い
人
や
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に

対
し
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
の
は
、
市
政
の
義
ｓ

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
恵
ま
れ
な
い
人
や
弱
い

人
を
助
け
る
の
に
は
、
心
と
心
の
ふ

れ
あ
い
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
そ
れ

に
は
漫
に
満
ち
た
誠
実
な
行
勁
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
、
地
方
自
治

は
私
た
ち
の
忠
心
に
彬
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
各
議
員
は

党
利
や
イ
デ
オ
＝
ギ
ー
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
私
た
ち
の
忠
訪
を
守
り
、
快
適

な
く
ら
し
が
で
き
る
よ
う
消
澗
で
公

正
な
市
政
の
推
進
に
向
け
て
、
真
止

面
か
ら
収
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

人
間
作
ｍ
、
福
祉
優
先
の
八
〇
年

代
に
、
躇
峨
φ
。
期
柚
し
て
止
み
ま
せ

ん
。
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ｍ
に
欠
か
せ
な
い
水
－
昨
年

の
日
本
全
国
を
襲
っ
た
水
不
足
を
引

き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
水
は

私
た
ち
の
牛
居
を
支
え
、
社
会
4
支

え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ら
は
や
や
も
す
る
と

水
の
あ
り
が
た
さ
を
忘
れ
て
、
空
気

の
よ
う
な
つ
も
り
で
暮
ら
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
六
月
一

日
か
ら
全
国
一
斉
に
水
道
週
間
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
い
ま
一

度
、
暮
ら
し
の
中
の
水
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

宇
治
市
で
は
、
市
民
の
牛
居
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
確
保
す

る
た
め
、
自
早
臓
の
開
発
や
配
水

施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
五
ケ
庄
の
宇
治
川
沿
い
に
あ

る
宇
治
浄
水
場
も
そ
の
一
つ
で
、
現

在
す
す
め
て
い
ま
す
第
四
次
拡
張
事

業
の
中
心
と
な
る
施
設
で
す
。

こ
の
宇
治
浄
水
場
は
昨
年
七
月
か

ら
一
日
八
千
ト
ン
の
玲
ボ
を
は
じ
め

…
…
…
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…
…
…
…
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私
た
ち
の
生
活
水
は
、
多
額
の
費
用
で
建
設
し
た
浄
水
一

場
で
、
着
水
井
や
薬
品
注
入
、
薬
品
沈
澱
池
、
急
速
ろ
過

設
備
、
滅
菌
処
理
な
ど
多
く
の
工
程
を
経
て
送
ら
れ
て
き
Ｉ

ま
す
。
（
写
真
は
北
木
幡
保
育
所
で
）

こ
の
ほ
ど
、
公
民
館
活
動
の
運
営

や
事
業
の
企
出
な
ど
に
つ
い
て
話
合

っ
て
い
た
だ
ぐ
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
五
人
と
、
各
地
域
に
あ
る
公
民

公民館運営審議会委員

住所ｉ

伊勢川町大谷19－301

小倉町西山53－22；

木幡伽蔵山39－7901

槙鳥町南落合59－7・

広野町寺山99－12ｊ

ぎ
一
雄

氏

良田勝
－

－

Ｉ

Ｉ

・

―

ｉ小坂心美子

ｉ呵々山美和子

分
館
を
直
接
お
世
話
し
て
い
た
だ
く

分
館
長
十
六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
表
の
と

。
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

〔
公
民
分
館
の
利
用
方
法
〕
’

現
在
、
市
内
に
は
十
六
の
公
民
分

館
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
地
域

郎
修
公
―
．
－
；
‘
ｉ

・阿部八

｜栗川

分館

出張相談所の日程

月日 ところ

6．1（金） 御蔵山集会所国’・鉄木幡駅前

岡屋小学校前

6．4（月）
東宇治消防分署前福角府営住宅前

郵政局宇治宿舎前（三室戸）

6．5（火）
紫ヶ丘公民館蓮池児童公園

小倉双葉園保育所

6．6（水）
西宇治消防分署前大久保小学が前

西大久保集所

6．7（木）
槙島公民館明星ポンプ室前

神明公民館

て
い
ま
す
が
、
全
工
事
を
完
成
す
る

と
一
日
二
万
七
百
ト
ン
の
給
水
能
力

を
も
ち
、
三
万
五
千
七
百
人
の
水
が

ま
か
な
え
る
浄
水
場
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
水
は
多
額
の
費
用
で
施

設
を
築
き
、
加
工
し
て
。
つ
く
ら
れ

る
‘
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
ｓ
＞
ｉ
Ｓ

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
、
努
力
と
工

夫
で
節
水
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

知ろう　水のありがたさ

べ
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6月1日から水道週

間

727

出
張
相
談
所
を
開
設

市
で
は
、
水
道
週
間
に
ち
な
み
、

出
張
相
談
所
を
開
き
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
や
妥
里
な
ど
を
受

付
け
る
ほ
か
、
水
道
バ
″
キ
ン
の
無

料
取
替
え
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
水
温
公
認
業
者
も
待
檄
し

の
み
な
さ
ん
の
社
会
教
育
活
動
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
学
習
や
集
会
な
ど

の
活
動
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
討
論
会
や
誦
習
会
、

講
演
会
、
実
習
会
、
屡
心
会
、
文
化

て
い
ま
す
の
で
、
漏
水
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
程
は
表
の
と
お
り
で
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
か
ら
4
時
ま

で
で
す
。
（
水
道
部
）

祭
な
ど
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
交
流

し
、
害
荷
文
化
を
向
上
さ
せ
て
い
く

場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。公

民
分
館
を
便
用
さ
れ
る
場
合
の

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ｍ
公
民
分
館
に
置
い
て
い
る
『
分
館

使
用
申
謂
書
』
を
受
取
り
、
使
用

の
三
日
前
ま
で
に
分
館
長
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

師
『
分
館
使
用
許
可
沓
』
が
発
行
さ

れ
ま
す
の
で
、
使
用
の
当
日
に
は

Ｊ
コ
Ｅ
ゴ
・
混
。
諾
諾
溜
諾
麗
・
郷
只
謔
い
Ｉ
几
且
且
几
づ
㈲
判

9
一
館
‐
一
順
治
市
勇
信
三
雄
雄
夫
秘
郎
郎
三
存
喬
吉
‘
・
許
可
晏
け
た
目
的
以
外
に
使
放
言

士
ド
レ
ス
難
判

一
民
「
・
高
木
竹
瀬
藤
小
長
太
山
岡
稲
佐
野
向
白
礁
一

名
幡
屋
道
車
明
川
島
村
川
川
丘
家
介
田
Ｊ
Ｊ
ｊ
1
が
″
ダ
ー
ー
ー
『
が

目
目
ヶ
軒
勢
開
一

木
岡
菟
川
神
白
杖
下
東
西
紫
三
小
伊
広

・
火
災
や
盗
難
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
使
川
後
は
す
ぐ
に
、
清
掃
、
整
と

ん
し
、
分
傷
長
ま
た
は
管
理
人
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

給料やボーナスからの無理のない天引きと、

貯蓄の優遇・住宅資金の融資などの特典で、働く皆さまの

財産づくりのお手伝いをさせていただく制度です。

公
民
分
館
長
決
ま
る

運
営
審
議
会
委
員
も

市会議員に

望む
市民の声
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昭
和
5
3
年

7
月
宇
治
市
議
会
折
居
国
有
林
開
発

対
策
特
別
委
員
会
設
置
。

8
月
第
一
回
特
別
委
員
会
開
催
。
審

査
活
動
の
基
本
的
方
向
確
認
。

9
月
第
一
回
京
都
府
総
合
運
動
公
園

建
設
構
想
懇
談
会
開
催
。
府
は

基
本
構
想
案
を
提
示
。

1
0
月
宇
治
市
折
居
国
有
林
活
用
対
策

協
議
会
を
設
置
。

第
一
回
協
議
会
開
催
。
府
か
ら

基
本
構
想
案
の
説
明
受
け
る
。

第
二
回
特
別
委
員
会
開
催
。
府

か
ら
基
本
構
想
案
の
説
明
を
受

け
る
。
現
地
視
察
。

第
二
回
懇
談
会
開
催
。
施
設
配

置
案
の
提
示
。
’

1
1
月
第
三
回
協
議
会
開
催
。
府
か
ら

施
配
置
想
案
の
説
明
受
け
る
。

第
三
回
特
別
委
員
会
開
催
。
施

設
配
置
案
の
説
明
を
受
け
る
。

1
2
月
第
四
回
特
別
委
員
会
開
催
。
滋

賀
県
希
望
が
丘
文
化
公
園
を
視

察
。
市
協
議
会
等
の
取
組
み
経

過
の
報
告
を
受
け
る
。

府
・
市
の
担
当
者
で
、
防
災
対

策
お
よ
び
分
水
路
新
設
に
つ
い

て
の
第
一
回
検
討
会
。

昭
和
5
4
年

1
月
第
四
回
協
議
会
開
催
。
日
本
万

博
記
念
公
園
な
ら
び
に
大
阪
府

服
部
緑
地
を
視
察
。

府
・
市
の
担
当
者
で
、
防
災
対

策
お
よ
び
分
水
路
新
設
に
つ
い

て
の
第
二
回
検
討
会
。

2
月
第
三
回
懇
談
会
を
開
催
。
府
は

基
本
構
想
・
施
設
配
置
概
要
を

発
表
。

3
月
第
五
回
協
議
会
開
催
‘
愛
知
青

少
年
公
園
視
察
。

協
議
会
事
務
局
、
神
奈
川
県
国

立
こ
ど
も
の
国
の
調
整
池
を
視

察
。

受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
の
対

策
で
の
ぞ
む
こ
と

四
道
路
交
通
対
策
と
し
て
、
道
路
整
備

の
促
進
を
は
か
る
こ
と

回
公
園
建
設
に
よ
っ
て
、
本
市
の
財
政

自
主
再
建
五
ヵ
年
計
画
の
財
政
負
担

に
影
響
を
お
よ
ぽ
さ
な
い
こ
と
。

を
柱
と
し
て
取
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。今

回
、
発
表
さ
れ
た
建
設
構
想
は
、

昨
年
設
置
さ
れ
ま
し
た
「
京
都
府
総
合

宇
治
市
民
憲
章

Ｘ
Ｆ
ｅ
Ｓ
1

電気は安全な設備でお使いくださいこわれた器具はすぐ取り替えて

こわれたスイッチやコンセント、傷んだコードは、感電のもとです。

取り替えてもらいましょう。

当協会では、漏電・感電・電気火災の危険を防ぐために定期的に職員

がお伺いして、ご家庭の電気配線などの安全診断をしています。

命

命数関西電気保安協会談541－元請

こ
れ
ま
で
の

あ
ゆ
み

京都府立山城総合運動公園

建設構想まとまる

施設の紹介

み
ん
な
の
意
見
で
よ
り
よ
い
公
園
に

(ｆり

1
1
1
1
1
1
1
1
j
j

＾
"
"
-
・
･
･
≪
･
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≫
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Ｓ
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の
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恥
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合
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で
Ｉ

係
用
加

Ｃ
!
関
利
3
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ジ
ツ
に
０

ゴ
０
一
修
約

二
約
ポ
研
ぐ

ミ
ぐ
ス
’
＝

・
場
’
校
等

り
’
心
皿
四
｀
一
一

ポ
ー
一
Ｓ
＝
林
０
・

ン
ナ
コ
シ
所
の
約
室

一
一
２
一
修
童
ぐ
場
ス
料

ロ
コ
＝
テ
研
児
画
広
ウ
資

森
・
フ
路
リ
・
や
計
動
ハ
・

の
ム
ル
く
池
ビ
所
生
を
活
ブ
室

険
リ
さ
景
ハ
泊
外
ラ
議

冒
ト
散
修
り
宿
野
ク
会
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ａ
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Ｉ
Ｉ
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２
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折
居
国
有
林
と

山
城
総
合
運
動
公
園
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運
動
公
園
建
設
構
想
の
あ
ら
ま
し

目
的

園
内
施
設

＜国有林内流域≫

防
災
対
策

9
ぷ
1
Ｌ
Ｆ
Ｉ

適
地
の
選
定

道
路
交
通
対
策

③
国
道
二
十
四
号
線
と
宇
治
淀
線
と
の

交
差
点
を
改
良
す
る
。

こ
の
よ
う
に
公
園
建
設
に
伴
っ
て
の

対
策
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

人
口
の
増
加
等
に
伴
い
、
現
状
に
お
い

て
も
路
線
の
新
設
や
改
良
か
必
要
と
な

っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
こ
の
公

園
の
建
設
を
契
機
に
、
こ
れ
ら
の
従
前

の
計
画
か
促
進
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関

の
協
力
を
積
極
的
に
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

市
の
基
本
姿
勢

事
業
の
す
す
め
方

『
総
合
計
画
』
と

整
合
し
た
計
画
に

委
員
会
が
中
間
報
告

ｒ
ａ
5
ａ
＾
－
1
1
！
Ｅ
］
！
！
ｌ
！
6
ｆ
ｉ
≪
：
Ｋ
5
≪
3
≪
3
＊
＜
Ｈ
」
ｖ
ｖ
ｒ
＾
ｃ

市
な
ら
び
に
市
議
会
代
表
も
委
員
と
し

て
参
画
）
が
、
防
災
対
策
や
交
通
対
策

等
を
重
点
に
種
々
協
議
し
て
ま
と
め
た

基
本
構
想
に
、
さ
ら
に
、
施
設
配
置
計

画
な
ど
を
加
え
、
京
都
府
が
策
定
し
た

も
の
で
す
。

し
か
し
、
五
月
九
日
の
市
民
説
明
会

に
お
い
て
は
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
不
十
分
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
。
「
交
通
対
策
や
工

事
中
の
防
災
は
ど
う
な
る
の
か
」
「
公

園
建
設
に
よ
っ
て
、
市
の
財
政
負
担
の

心
配
は
な
い
の
か
」
「
地
下
水
を
は
じ

め
と
す
る
環
境
影
響
評
価
は
行
わ
な
い

の
か
」
「
く
わ
し
い
資
料
を
市
民
に
提

示
し
、
親
切
に
納
得
い
く
説
明
会
を
開

く
べ
き
だ
」
な
ど
。
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
京
都
府
で
は
、
今
後
、

基
本
設
計
な
ら
び
に
実
施
設
計
な
ど
の

段
階
で
、
安
全
性
に
つ
い
て
の
綿
密
な

チ
ェ
プ
ク
を
行
う
と
と
も
に
。
十
分
な

資
料
を
整
え
て
市
民
に
提
示
し
、
了
承

を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
、
運
動
公
園
建
設
に

対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
貴
重

な
意
見
・
要
望
は
市
議
会
に
も
報
告
す

る
と
と
も
に
、
市
民

の
不
安
解
消
に
向
け

て
市
議
会
と
一
体
と

な
っ
て
京
都
府
に
働

き
か
け
、
今
後
の
実

施
設
計
の
中
へ
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
公
園

が
真
に
市
民
の
憩
い

の
広
場
と
な
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

意見・要望は……

①
自
然
と
文
化
環
境
を
調
和
さ
せ
、
新

し
い
観
光
分
野
の
開
発

①
関
連
河
川
の
整
備
、
治
水
対
策

③
道
路
の
整
備
等
の
交
通
対
策

④
人
的
、
物
的
な
公
害
対
策

な
ど
の
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

有
林
内
に
計
画
し
て
い
る
新
市
民
会
館
一

や
第
二
清
掃
工
場
な
ど
と
運
動
公
園
と

の
調
整
は
、
十
分
に
は
か
る
必
要
が
あ
・

る
と
し
て
い
ま
す
。
一

委
員
会
で
は
、
今
後
、
公
園
建
設
あ

る
い
は
国
有
林
開
発
に
と
も
な
う
各
種
］

の
行
政
的
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
市
一

と
一
体
と
な
っ
て
京
都
府
に
要
望
し
て
Ｉ

－
゛
゛
ｉ
゛
Ｉ
Ｉ
：
｀
ｉ
一

い
く
と
と
も
に
、
総
合
計
画
と
の
整
合

性
や
財
政
自
主
再
建
計
画
と
の
関
連
も

十
分
考
慮
し
、
審
議
の
取
組
み
を
い
っ

そ
う
強
化
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ダイヤルはメｔを見な

がら正確に

・○・，宇治電報電話局

＊営業窓口開設時間は…………

平日は午前9時から午後4時まで日曜日、祝日および年末、年始は

土曜日は午前9時から正午まで

（

休ませていただきます。

）

〈土曜日および平日のお昼の時間は、こみ合いますのですいた時間をご利用下さい〉

☆お問い合せ電話番号の変更は…………

今まで電話の新設、移転などのお問い合せは、お宅の局番十〇〇〇〇番となっていましたが、

6月1日からは、（0774）22－0000番（着信無料）に変更させていただきます。

729

明
る
い
ま
ち
つ
く
り
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
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ご
協
力
く
だ
さ
い

商
業
統
計
調
査
な
ど

商
業
に
関
す
る
二
つ
の
調
査
が
六

月
一
日
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
統
計
調
査
と

商
業
実
態
基
本
調
査
で
、
統
計
法
や

そ
の
規
則
に
従
っ
て
通
商
産
業
省
が

実
施
す
る
も
の
で
す
。
商
業
統
計
調

査
は
十
四
回
目
、
同
実
態
基
本
調
査

は
四
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

電
気
5
具
な
ど
の
修
理
を
た
の
ん

で
も
「
部
品
が
な
い
」
と
断
ら
れ
、

買
い
換
え
を
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
で
、
部
品
に
は
次
の
と
お

。
り
最
低
保
有
年
数
が
通
商
産
業
省
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
期
間
内
で

あ
れ
ば
、
メ
ー
カ

ー
は
修
理
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な

商
業
統
計
調
査
は
、
卸
・
小
売
業

や
飲
食
店
な
ど
す
べ
て
の
商
店
を
対

象
と
し
て
行
う
も
の
で
、
全
国
の
商

店
の
分
布
や
商
業
活
動
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
ま
す
。
一
方
の
商
業
実
態

基
本
調
査
は
、
卸
・
小
売
業
の
う
ち

通
商
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
業
者
に

つ
い
て
行
う
標
本
調
査
で
す
。

調
査
は
六
月
上
旬
に
、
調
査
員
が

商
店
の
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
に
あ
が
り
ま

す
。
お
手
数
で
す
が
ご
協
力
ぐ
だ
さ

い
。こ

の
調
査
結
果
は
、
国
や
府
、
市

な
ど
の
各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
調
査
票
に

さ
る
五
月
十
二
日
、
木
幡
西
浦
に

あ
り
ま
す
宇
治
心
身
障
害
児
者
共
同

作
業
所
で
は
、
開
所
一
周
年
記
念
式

と
バ
ザ
ー
を
開
催
。

共
同
作
業
所
は
昨
年
五
月
十
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
、
心
身
障
害

者
の
忠
石
指
導
と
作
業
指
導
の
場
と

し
で
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
午
前
十
時
か
ら
式
典
が

行
わ
れ
、
浅
井
熊
造
運
営
委
員
長
か

ら
一
年
間
の
あ
ゆ
み
が
報
告
。
島
田

市
長
も
は
げ
ま
し
の
祝
辞
を
の
べ
ま

し
た
。

こ
の
あ
と
、
入
所
場
石
く
り
の

作
品
約
四
百
点
の
即
売
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
約
二
百
五
十
人
の
市
民
が

つ
め
か
け
る
ほ
ど
の
人
気
。
と
く
に

籐
製
品
や
ネ
″
ク
レ
ス
な
ど
は
す
ぐ

に
売
り
切
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
好
評
の
う
ち
に
終
っ

た
開
所
記
念
バ
ザ
ー
）

の
製
品
の
性
能
維
持
に
不
可
欠
な
も

の
と
し
て
、
メ
ー
カ
ー
や
そ
の
出
先

檄
関
、
販
売
機
関
で
保
有
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
消
費
者
は
で
き

る
だ
け
修
理
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
修
理
を
依
頼

家
庭
用
品
は

い
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
部
品
は
そ
れ
ぞ
れ

共同作業所　開所記念バザー

は
、
部
品
な
ど
の
材
料
費
に
技
術
料

と
出
張
料
が
加
算
さ
れ
て
い
る
の
が

普
通
で
す
。

な
お
、
電
気
器
具
に
つ
い
て
は
「

家
庭
電
気
技
能
登
録
店
」
の
看
板
も

ひ
と
つ
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
修
理
を

さ
れ
る
と
き
は
、
修
理
料
金
の
見
積

り
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
修
理
料
金

ま
た
、
保
証
期
㈲
後
で
あ
っ
て
も

器
具
の
不
良
・
欠
陥
に
基
づ
く
故
障

は
、
民
法
に
よ
り
発
見
後
一
年
間
は

メ
ー
カ
ー
の
責
任
を
問
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

記
入
さ
れ
た
事
柄
は
統
計
を
作
る
目
｀
Ｓ
″
。
ぐ
／
ゆ
Ｊ
・
ｆ
ｙ
加
く
Ｉ
″
Ｉ
・
・
・
″
く
・
″
・
゜
Ｉ
・
ｔ
。
／
ー
・
、
♂
χ
ｊ
・
ｆ
／
・
。
。
4
χ
″
・
・
・
ノ
χ
・
Ｉ
″
・
。
・
Ｊ
Ｉ
・
・
ぐ
。
・
：
Ｊ
Ｓ
・
Ｓ
Ｉ
。
″
・
・
χ

4
的
だ
け
に
使
い
、
そ
の
他
の
こ
と
に
ｙ
。
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
’
と
い
う
言
葉
そ
の
時
手
が
出
せ
ず
、
知
ら
ん
ぷ
り
会
の
た
め
に
有
効
に
生
そ
う
と
す
る

使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
・
ま
べ
ヽ
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
し
て
通
り
過
ご
し
た
と
し
て
も
、
あ
住
民
主
体
の
活
動
で
す
。
こ
れ
は
ま

営
業
上
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

八

の
人
が
ど
う
い
う
意
味
か
知
ら
な
い
と
で
「
あ
の
時
手
助
け
す
れ
ば
よ
か
た
、
わ
が
国
の
憲
法
が
示
す
主
権
在

で
、
安
心
し
て
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
課
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

・
六
月
四
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
の

毎
週
月
臓
日
、
六
日
間
。
西
小
倉

中
学
校
で
午
後
七
時
半
か
ら
九
時

半
ま
で
。
対
象
は
一
股
女
子
で
定

員
三
十
人
。
登
録
料
は
三
百
円
。

申
し
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
料

を
添
え
て
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
。
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。

喩
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Ｆ
1
1
自
一
1
一
一
回
1
1
1
1
1
1
1

市
民
潮
干
狩

宇
治
市
レ
ク
ジ
ェ
ー
ジ
’
ン
協
会

で
は
、
六
月
十
日
（
日
）
三
重
県
御

殿
場
Ｋ
で
「
市
民
潮
干
狩
」
を
行
い

ま
す
。
参
加
費
は
お
と
な
三
千
円
、

子
ど
も
二
千
六
百
円
で
、
定
員
は
五

十
人
。
。

希
望
の
人
は
、
参
加
費
を
そ
え
て

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
か
協
会

理
事
（
永
谷
三
之
丞
＝
六
地
蔵
札
ノ

辻
⑩
8
Ｏ
3
5
、
浅
田
旦
一
Ｔ
宇
治

壱
番
⑩
Ｏ
8
5
2
、
辻
川
直
行
1
1
神

補修用部品の保有期間

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
た
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
こ
に
ボ
ラ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
″
ア

日
本
語
に
す
る

、
「
す
す
ん
で

卜゛‘44／心・．．●－．Ｓ゛’●／

人
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。

街
か
ど
で
障
害
者
や
そ
の
他
の
ハ

ン
デ
″
を
持
つ
人
々
が
困
っ
て
い
る

の
に
出
会
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に

手
助
け
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
、
助
け
る
こ
と
が
恥
し
い

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、

明
宮
北
⑩
7
9
4
0
、
長
尾
策
司
＝

小
倉
町
用
浦
⑩
1
9
9
2
）
ま
で
申

身
体
障
害
者
の

巡
回
更
生
相
談

電

気

器

具

冷蔵庫．エアコン 9年

テレビ，ステレオ，扇風器，クーラー，レンジ8年

換気扇，ジャー．ストーブ，かみそり，ズボン

プレッサー，パネルヒーター，ウインドファンラジオ，テープレコーダー，洗たく機．掃除機

炊飯器，ミキサー，ジューサー，こたつ，あん
か，毛布

6年

ポット，トースター，ロースター，アイロン，こんろ，ヘアカーラー5年

ガス

器具

温風暖房機，先止式湯沸器 7年

レンジ，ストーブ，オーブン，一元止式ｍ沸器，
炊飯器

6年

こんろ，こんろ兼用炊飯器 5年

石器油具
密閉式ストーブ 7年

開放式ストーブ 6年

民
の
理
念
と
一
致
す
る
も
の
で
、
ボ

ラ
ン
テ
″
ア
活
動
は
、
民
主
主
義
を

支
え
発
展
さ
せ
る
基
本
的
活
動
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
最
近
、
学

大
切
に
す
る
教
育
を
、
ま
た
、
西
大

久
保
小
学
校
で
は
、
ろ
う
学
校
の
生

徒
と
の
定
期
的
な
共
同
教
育
を
通
し

て
お
互
い
の
人
権
を
認
め
合
い
、
助

け
合
い
の
心
を
育
く
む
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

に
年
賀
状
を
送
る
運
動
を
進
め
る
中

学
校
や
、
夏
休
み

ひ
ろ
げ
よ
う
善
意
の
輪

ン
テ
″
ア
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
次
の
機
会
に
何
か
役
立
つ
こ
と

が
で
き
た
な
ら
、
前
の
経
験
が
十
分

に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
善
意
や
助
け
合
い
の
心
を
社

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

母
子
家
庭
奨
学
金

申
請
は
5
月
中
に

校
教
育
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
芽

を
育
て
る
福
祉
教
育
が
注
目
さ
れ
て

お
り
、
宇
治
市
内
の
学
校
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
室
戸
小
字

校
で
は
、
隣
り
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム

の
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
児
童
の
課

尨
錫
に
取
り
入
れ
、
お
年
寄
り
を

奨
学
金
な
ど
京
都
府
の
他
の
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い
母
子
家
庭
の
児
童

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

奨
学
金
の
額
（
年
額
）
は
乳
幼
児

が
六
千
円
、
小
学
生
が
一
万
二
千
円

中
学
生
が
二
万
四
千
円
、
高
校
生
が

三
万
六
千
円
で
す
。

申
謂
用
紙
は
福
祉
事
務
所
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
六
月
一

日
以
降
に
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の

翌
月
か
ら
月
割
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
受
け
て
い
た
人
も
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

補
欠
募
集

前
納
制
度
の
利
用
を

今
年
度
は
、
五
月
が
固
定
篁
境

第
一
期
の
納
期
月
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
期
の
納
期
内
に

市
税
の
全
額
を
納
め
る
と
、
前
納
報

奨
必
一
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
報
償
金
は
前
も
っ
て
年
税
額
か

ら
禦
引
く
も
の
で
、
納
め
ら
れ
る
と

き
に
第
一
期
分
の
み
か
前
納
か
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

市税

な
お
、
市
税
条
例
の
改
正
で
、
今

年
度
か
ら
第
一
期
の
納
期
（
固
定
資

産
税
で
は
五
月
三
十
一
日
）
を
過
ぎ

て
全
額
を
納
め
た
場
合
に
は
、
前
納

報
奨
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

今
年
度
か
ら
市
税
の
出
張
受
付
を
廃

止
し
ま
し
た
の
で
、
市
役
所
納
税
課

の
窓
口
か
市
税
取
扱
金
融
機
関
で
お

納
め
く
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

そ
の
す
そ
野
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
小
さ
な
芽
が
大
き
く
ふ

く
ら
ん
だ
時
、
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
’

を
声
高
に
言
わ
な
く
て
も
、
市
民
ひ

と
り
一
人
が
ポ
ラ
ン
テ
ぶ

日
が
訪
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
お
わ
り
）
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設
け
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
五
ヶ
庄

二
番
割
に
あ
る
東
宇
治
老
人
園
芸
ひ

ろ
ば
の
利
用
者
の
禰
欠
募
集
を
行
い

ま
す
。

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
百
一
一

十
六
区
画
（
一
区
画
十
平
方
μ
）
で

期
間
が
五
十
五
年
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。

応
募
で
き
ま
す
の
は
満
六
十
歳
以

上
（
四
月
一
日
現
在
）
の
人
で
、
ほ

か
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
人
で
す
。

希
里
の
人
は
、
必
ず
本
人
で
印
鑑

を
持
っ
て
福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

消
火
器
販
売
に

ご
注
意

京都デｎ’ＪＬ－りーピスの特色

特に衛生面には注意をし、保冷箱に入れて保冷車が宅配に伺っております。
④栄養管理をおまかせ下さい｀一゛

とかくぉ母様の料理はかたよりがち。専任の栄養士が、カロリー計算から
ビタミン類まで科学的に献立を週単位で研究しております。

⑤ご家庭で料理のべんきょうを

どなたにでも作れるメニューです。ご結婚前のお嬢さん、またはベテラン
の、お母さん、京都ディナーサービスで今一度料理のレッスンをどうぞ。

寸亀

Ｉ

ｊ

ｊ

・

‐
－
1
1
1
1
1
1
－
1
－
－650円

800円

ｉ2人用
1
1
1

①ムダがありません

あなたはネギ一本買えますか。献立に必要なだけの材料をお届けします
から、まったくムダがありません。

②新鮮そのもの

000ｉ⑥お味はお母さんの腕の見せどころ円

｜材社は同じでも昧はそれぞれ。またベテランのおｍ様なら工夫しだいで同

●ミ・・｀●－・ミＷ～・予約を頂いた分√その日の朝、市場で担当の仕入係が入札して掌いります：3人用

から、新鮮そのままの魚・肉・野菜をお届けすることができ。ます。：

ｎつ鵬ぶ4人用1・
③時間をお届けします

時間のサービスほどぜいたくなことは他にありません。毎夕

．．ノじ材料でいく通りにもメニューをかえられます．

より新鮮な自然の幸を食卓までお届けする

辰．4

宇治市木幡中村29－Ｉ
ＴＥＬ0774（32）4862㈹京都デ＾－りーヒス

730

たの担当員が保冷車で夕食材料を宅配いたします。

只今、一周年記念特別サービス実施中。

詳細は、お電話にてお問合せ下さい。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

⑩
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